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（１）計画期間 

本計画の期間は、令和８(2026)年度から 12(2030)年度までの５年間とします。 

なお、社会情勢の変化への対応や公共交通の運行・利用に関する安全性に配慮し、必要に応

じて見直しを図ります。 

（２）対象区域 

本計画の対象区域は、市内全ての公共交通と連携し、一体化したネットワークを構築する

ことから、市内全域とします。 

なお、本市と周辺市町とを連絡する公共交通ネットワークの状況や、住民などの生活圏の

実態に応じた市域を越える交通圏などの周辺市町に関わる事項については、個別に協議・調

整を図ることとします。 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

知多市地域公共交通計画

ニーズに対応した公共交通体系を 

維持・活性化します 
方針 １ 

公共交通をみんなで支える 

意識を育みます 
方針 ２ 

分野を越えた関係者による 

リ・デザインに取り組みます 
方針 ３ 

課題３ 
公共交通についての 

認知度、興味関心の向上 

課題４ 
あらゆる関係者による 

連携・協働 

課題１ 
市内外の移動を支える 

公共交通ネットワークの維持 

課題２ 
多様化する移動ニーズに対応した 

使いやすい公共交通の確保 

持続可能な公共交通が支える 安心して暮らせるまち 

＜交通将来像＞ 

 １ 計画の期間と対象区域 
 

 ２ 地域公共交通の将来像と方針 
 

概要版 
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 市内を運行する公共交通が連携して市内外の移動を支えるネットワークを形成するため、そ

れぞれの役割を明確にします。 

 

位置付け 対象路線等 役割 

広域 

幹線軸 

名古屋鉄道(株) 

常滑線、河和線 

・知多市と名古屋市、常滑市、半田市方面を結ぶ広域的な路線 

・日常の通勤や通学をはじめ、買物や観光など多様な目的に対応 

市内 

幹線軸 

路線バス(知多乗合(株)) 

岡田線、佐布里線、朝倉団地線、 

日長団地線 

・市内の住宅地と主要鉄道駅を結ぶ路線 

・鉄道駅と結節することで広域的な移動需要にも対応 

・朝夕は通勤や通学、昼間時間帯は買物や通院などの目的に対応 

あいあいバス 

北部循環コース(系統１・２) 

南部コース 

・市内の各地域と都市拠点（市役所周辺）を結ぶ、市内の移動軸 

となる路線 

・買物や通院を主体としつつも、通勤や通学などの目的にも対応 

地域 

生活交通 

地域バス 

東部コミュニティ(２コース) 

旭北コミュニティ(３コース) 

・各運行地域の移動ニーズに応じたサービス設定によって運行 

する交通手段 

・主に買物や通院といった目的に対応 

個別輸送 一般タクシー ・他の公共交通では時間的・空間的に対応が難しいニーズに対応 

隣接 

地域交通 

知多乗合(株)東ヶ丘団地線 

隣接市町コミュニティバス 

・市内を運行する公共交通と連携し、知多市と隣接市町（常滑市、

東海市、阿久比町、東浦町）との移動需要に対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 知多市の公共交通ネットワークイメージ 

■ 知多市に関係する公共交通機関の役割と位置付け 

 ３ 地域公共交通の役割と位置付け 
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 本計画では以下のとおりの「目標指標」を定め、計画の達成度を評価します。 

 また、目標指標だけでなく、以下の確認指標についても計画の進捗確認に活用します。 

目標指標一覧 

目標指標 
現況値 

令和６(2024)年 

 目標値 

令和 12(2030)年 
実施時期 データ取得 

① 公共交通利用者数 
 

 

 鉄道（市内７駅） 9,302,145 人/年  9,500,000 人/年 

毎年度 実績 

 路線バス 224,415 人/年  230,000 人/年 

 あいあいバス 131,002 人/年  150,000 人/年 

 地域バス 8,887 人/年  10,000 人/年 

② 年に１回以上公共交通を 

利用したことがある 

市民の割合 

83.9％  現況値以上 
計画期間 

最終年度 

市民 

アンケート 

確認指標一覧 

確認指標 
現況値 

令和６(2024)年 
実施時期 データ取得 

① 公共交通により市内の移動が 

便利であると思う市民の割合 
25.1％ 中間年度 

総合計画 

アンケート 

② 利用者１人当たりの市負担額    

 路線バス 202円/人 

毎年度 実績 

 あいあいバス 545円/人 

 地域バス 930円/人 

③ バスロケーションシステムの 

アクセス数 
10,753件 

④「自宅近くを走るバスで行くこと 

ができる施設」の認知度 
20.2％ 

計画期間 

最終年度 

市民 

アンケート 

 

  

 ４ 目標指標 
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 目標を達成するために市民、地域、交通事業者、行政など、全ての関係者が取り組むべき事業

について、計画の３つの方針と対応する形でまとめました。 

  方針１ ニーズに対応した公共交通体系を維持・活性化します 

  方針２ 公共交通をみんなで支える意識を育みます 

  方針３ 分野を越えた関係者によるリ・デザインに取り組みます 

対応する方針 事業内容と実施スケジュール 

① ② ③ Ｒ８(2026) Ｒ９(2027) Ｒ10(2028) Ｒ11(2029) Ｒ12(2030) 

 [１] 暮らしを支える公共交通ネットワークの確保 

     

 [２] 利用者ニーズに対応したバスサービスの改善 

     

 [３] 移動手段の確保に向けた取組の推進 

     

 [４] 新たなモビリティやサービスの導入検討 

     

 [５] 公共交通に親しみを持ってもらう取組の推進 

     

 [６] 子どもの公共交通利用を促進する取組の推進 

     

 [７] 市民へのわかりやすい情報提供 

     

 [８] 運転手確保に向けた取組の推進 

     

 [９] 持続可能な運行を支える地域・企業の取組の推進 

     

 [10] 観光分野と連携した公共交通利用の促進 

     

 

 

 

 

知多市地域公共交通計画（概要版）令和 ８年 ３月策定 

知多市企画部市民協働課 〒478-8601 知多市緑町１番地 

電話：0562-36-2645（直通） FAX：0562-32-1010  E-mail：kyoudou@city.chita.lg.jp 

ＵＲＬ https://www.city.chita.lg.jp 

実施・整備 

検討・調整 

 ５ 目標を達成するために実施する事業 
 


